
 

① 基礎情報ですかね。 

 

 

② （１）の検討に含まれていませんか。 

③ 流域治水との関連が説明されていません。 

 

 

① 

② 

③ 

③ 

④ 

⑤ 



 

③ 手順と工夫・ 留意点とあるので、手順はタイトルだけでなく内容を書きましょう。以下

同様。 

④ 「このとき、例えば」はどちらかにすべきと考えます。 

⑤ リスクの分析と課題抽出ステップで、マイタイムラインの話をするのは違和感があり

ます。リスク分析と課題抽出の工夫点を書くべきです。 

 

 

⑥ 「構じる」→「講じる」 

⑦ 部局との記載ですと行政組織内に見えます。ここは、関係者ですかね。 

⑧ ・「解決できない場合があるから、可視化する」とありますが、解決できないことと可視

化することの関連が分かりません。解決できない場合、避難行動に影響がでるからなど、

可視化する理由が抜けていると思います。 

⑨ これも⑧と同様で、地域は何を理解するのか判然としません。この場合は、解決できな

い箇所を図化して、住民の避難行動に活かしてという意図ですかね。 

 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 



 

⑩ 策定後の話ですね。ここでは、スケジュールや目標値を検討する上での留意点であるべ

きです。 

⑪ すでに、居住人口の相対的な減少といった具体例をあげていますので、接続詞の・「例え

ば」が気になります。「加えて」ではないでしょうか。 

 

 

※ ここまでで最も気なるのが、防災指針は立地適正化計画に定めるものなので、誘導区域

や施設等の関連や、立地適正化計画の課題との整合などの説明も必要と考えます。 

 

⑩ 

⑫ 


